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日本産カマバチ類の生態に関する研究

（3）クロハラカマバチの幼虫齢期と

　　　　　その形態について

北　　村　　憲　　二＊

Comparat1veStud1esonthe　B1o1ogyofDry1mdWaspsmJapan
（3）Immature　Stages　and．Morpho1ogy　of肋ク1ogo〃励o伽M¢ブα肋5

　　EsAKI　et　HAsHIM0T0（Hy血enoptera・Dry1md．ae）

　　　　　　　　　　　　Ken］1KITAMURA

　Im血ature　stages　and－morpho1ogy　of　H砂Zog・oη励oμ3α炉αカ螂EsAKI　et　HAsHIM0T0were

mvest1gated－　The　exper1ments　were　cond．ucted．at24ドC　und．er16hours11ghtmg

　The　egg1s　s皿ooth　crea血y　wh1te，and．curYed－s1end．er　e111pt1ca1m　shape　　The1arva

1s　separated1nto　four　types　by　the　morpho1ogy　of1t　The1st－3rd　type1ar∀ae　cannot

d1scrm1nate　between　head．and．abd．omen　by　the1r　appearence，but1ocated．a　pa1r　of　f1eshy

ora11obes　at　anter1or　parts　of　the1r　body　Drawmg　the　frequency　d．1str1but1on　of　cepha11c

ora11ol〕e＿he1ght　of　the1st＿3rd－type1arvae　and．head一＿w1d．th　of　the4th　type1arYae，there

are　f1ve1ar∀a1mstars，and－the1st　type1aryae　are　separated．mto　tw0　1nstar　stages

The　f1rst　four　mstar1arvae　mhab1t　m　the　hosts，but　the5th　mstar1arya　hatches　fro血

the　host　and－moves　about　free1y　for　a　short　t1me　unt1111t　sp1ns　a　cocoon　A1arva1sac，

the　part　of　the1arva　protrud1ng　fron11the　host，1s　present1n　the3rd　and．the4th　1nstars

　　　　　　　　緒　　　　　言

　クロハラカマハヂHψZogoηαo卿5α炉α肋5ESAKI

et　HASHIMOTOはイ不の重要害虫，ヒメトヒウノカ

ムαo〃助鮒3〃肋吻3FALL后Nの寄生虫として江崎。
　1）
橋本によって報告された．その後本種に関する報告は。
　　　　　　　　　　　　　1）
成虫の形態について江崎1橋本，生活環や習性の一部に
　　　　　　　2）　　　　　3）　　　　　4）　　　　　5）

ついて江崎。望月，三田，西岡，北村らの報告がある．

しかし，発育ステージの形態変化，幼虫期の齢凱寄生

虫の寄生部位，寄生虫による寄主の傷害などについては

不明である．

　本報においてはこれらの点について述べる．

＊昆虫管理学研究室

　実験にあたり，終始，御助言と御指導をいただいた三

浦正島根大学教授に感謝の意を表す．また実験に協力し

ていただいた広瀬拓也氏に厚く御礼を申し上げる．

　　　　　　　　材料および方法

　ヒメトビウンカは松江市の水田において採集し，室内

で累代飼育して使用した．クロハラカマバチは水田で採

集したヒメトビウンカに寄生していた個体で，羽化直後

雌雄一緒にしておいたものを使用した．

　被寄生寄主は次のようにして得た．

　2×12cmの両切りカラス管にヒメトヒウノカの3齢

期の幼虫を1頭ずつ入れ，この申にクロハラカマバチの

雌を1頭入れて寄主を攻撃させた．カマバヂの攻撃を受
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けた寄主は直ちにとりだし，イ不の幼苗を入れた飼育用
　　　　　　6）
ガラス管，三浦の方法で個体別に飼育した．

　飼育温度は24℃，日長は16時間に調節されたガラス張

り垣温槽を使用した．

　被寄生寄主は毎日10頭ずつ75％アルコールに浸漬した

が，被寄生17日以後は2日毎にアルコールに浸漬した。

アルコール浸漬の標本で，カマハチの寄生部位，1arva1

SaCの有無を調べ，さらに生理食塩水中で顕微鏡下で解

剖し，カマバチの卵，幼虫の大きさや形態を観察した．

結果および考察

1．卵の形態

　卵の大きさは長径O．176士O．O09m皿（C．V．＝O．051），

短径O．062士0，009mm（C．V．二〇．145），形はや㌧湾曲

した長楕円形で表面は平滑である。後極は前極に比べて

幅が広く，前極に向かって細くなる。両極は黒褐色であ

り，他は一様に乳白色である．産下された時は前極も乳

白色である。

2．幼虫の形態

　観察の結果，幼虫期の形態は4つに区別された．便宜

上，これを1期幼虫，2期幼虫，3期幼虫，4期幼虫と

した。1期幼虫から3期幼虫までは頭腹部の区別が明確

でないが，4期幼虫になると区別できる．

　1期幼虫：体長O．335±0，079mm（C．Y＝O．236），幅

はO．140士O．048＝m㎜（C．y．＝O．343）。体の先端部に1

対の肉質の突出物がある．肋・伽g’・肋oク鮒刎伽伽〃8

FENTONの2齢幼虫から4齢幼虫にも同様な突出物が

みられるが，FENTONは5齢幼虫の大躍に相当するも
　　　　　　　　　　　　　7）
のだとしている（Barrett　eta1．）。クロハラカマバチに

ついても他に口器に相当するものがなく，これに相当す

るものと考えられる。体の末端部には尾端付着器がみら
　　　　　　　　　　8）
れる。DUTT　and　GIRIによると，幼虫の頭部と胸部を

寄主体内に埋めこみ，尾端付着器によって寄主と固定し

ている．体はや㌧湾曲しており，末端に向かって次第に

細まる．体表は平滑であり，付属肢や環節は認められな

い。体色は末端部が黒褐色で他は乳白色である．

　2期幼虫：体長O．571士O．072mm（C．V．：O．126），

幅は0280士O041mm（C　V＝0146）．　1期幼虫と同

じく，体の先端部に1対の肉質突出物がある．体の末端

の尾端付着器部に袋状の突出物ができる。体はや㌧湾曲

している。付属肢や環節は認められない。体色は初期に

おいて乳白色，後期になると体の末端の突出物が茶褐

色となり，縞模様ができる．この部分が1ar∀a1sacと

呼ばれている．

　3期幼虫：体長O．913士O．159mm（C．V．二〇．174），

幅は0438±0116mm（C　V＝0265）．体の先端に1

対の肉質突出物がある。腹面は表皮の外に更に一層の膜

でお㌧われているが，これは容易に取り除かれるので脱

皮殻の一部と考えられる。体はJ字形．8対の気門が認

められる．環節は明らかでない。体の先端と腹面は乳白

色，背面は茶褐色で縞模様がある．発育が進むと濃色と

なる．

　4期幼虫：体長2888士0354mm　（C　V＝0123），

幅は0，988士O．166mm（C．V．＝O．168）．頭腹部の区別

ができる．3期幼虫にまで見られた頭部の肉質突出物は

なくなり，鋭い口器を有する．頭部と口器のまわりに細

毛を有する。小さな眼点が認められる．腹部は13環節か

らなり，側面には環節毎に1対の微毛が上下に2列あ

る．気門は8対あり，第5環節から第12環節に認められ

る．第2環節左右には1対の赤褐色の斑点がある．発育

が進むと，第5環節と第6環節の間がくびれる．頭部は

茶褐色．大躍は乳白色であるが周縁が黒褐色，先端部は

淡褐色を呈する．腹部は乳白色である．

3．蠕の形態

　雌雄の区別は明らかとなる。頭部は前口式で大膿を有

する。大膿は初期には乳白色であるが，しだいに先端が

茶褐色となる．触角軸は額面中央より斜に突出し，腹眼

の下を通って先端は雌で後脚基部前縁部，雄で腹部基方

％中央部に達する．単眼は3個，二等辺二角形に配列す

る。3対の脚は体側下面に接して後方に伸び，後脚は腹

部末端部に達する．雄の翅包は体側に接して後方に伸

び，腹部第2環節後端部に達する．体色は初期に乳白

色，発育が進むと複眼は茶褐色，単眼は赤褐色，体全体

は茶褐色を帯びる．卵，幼虫、蝿の形態を第1図に示し

た。

4．寄生様式

　卵は前極亘1期幼虫は腹部末端で寄主の環節間膜に付

着している．卵の前極および幼虫の腹部末端の一部は寄

主の体外に露出しており，外から確認できる．カマバチ

の発育が進み，2期および3期幼虫になると，寄主に

1arva1sacが形成された．1arva1sacは寄主の腹部環

節間膜に形成され，その基部は寄主の表皮に密着してい

た．2期幼虫では末端の突出物の一部が寄主の体外に露

出しているだけであるが，3期幼虫になるとカマバヂ幼

虫体の約ラるが1ar▽a1sacとなる．幼虫体の他の部分は

寄主の体内に入りこんでいた．3期幼虫から4期幼虫へ

の脱皮時には1arva1sacの表面が縦に裂け，カマバチは
　　　　　　　　　　　　　9）
寄主から離脱した．江崎・鮫島の報告には，セグロカマ

ハヂ亙o加んηoゐ抄加”みκoZoブEsAKI　et　HAsHIMOTO
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第1図 クロハラカマバチの卵，幼虫、蠕の形態
A：卵　B：1期幼虫　C：2期幼虫　D：3期幼虫
E：4期幼虫　F：蝿（雌）G：踊（雄）

は寄主から離脱を開始すると同時に，頭部およぴ体の一

部を寄主の体内に入れ，寄主体内を食い尽すという報告

があるが，クロハラカマバチではこのような事は観察で

きなかった。しかし1arva1sacの中央に縦の裂け目が
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生じ，その内部から成熟したカマバチ幼虫の背部が突出

し，この状態が暫く続いた。その後カマバチの離脱した

寄主は腹部の内容物がほとんど無くなっており，寄主は

死亡した。寄主離脱前のカマバチ幼虫は咀口爵口をもって

いないが，離脱後の幼虫は鋭い口器をもっていた．この

ことから，クロハラカマバチも寄主を食い尽し，寄主を

殺すものと考えられる。このような事実はR刎加伽z4∫
　　　　　　　　7）
（BARRETT　et　a1），Goπ肋妙∫ψ50肋3WEsTw00D
　　　1O）
（Wa1off）でも知られている．

　カマバヂの寄主体における寄生部位を第1表に示し

た．寄主の腹部第6環節と第7環節の環節間膜に51．3％

の個体が寄生し，次に第5環節と第6環節の環節間膜に
　　　　　　　　　　　　　　4）
35．2％の個体が寄生していた。西岡の報告によると，第5

第1表 クロハラカマバチ幼虫の寄主に

対する寄生部位

腹部環節間　　3－4　4．5　5．6　6．7　7．8
（環節間膜）

個　体　数　　2　　6

　　％　　　　O．7　　2．O

105　　　　153　　　　32

35，2　　51，3　　10．7

環節と第6環節の間節間膜で52．O％，第6環節と第7環

節の環節間膜で27．3％の個体が寄生していた．いずれに

しても腹部後方に多く寄生していた。カマバチ類には胸

部に寄生する種と腹部に寄生する種が知られているが，

腹部に寄生する種でキアシカマバチP㈱∂090舳妙鮒

！Z〃枇刎〃ESAKI　et　HASHIMOT0は腹部前方，クロ

ハラカマバヂと同属であるトビイロカマバチ

H1砂o鮒ωESAKI　et　HASHIlMlOT0は腹部後方に寄

生する傾向があることを観察している．寄生部位は属レ

ベルで一定した傾向があることが伺える。

5．幼虫の齢数

　クロハラカマバチの齢数を明らかにするために，頭幅

を測定し，その頻度分布を第2図に示した．1期幼虫か

ら3期幼虫までは頭部が明らかでないので，肉質突出物

の高さを測定し，頭幅にかえた。

　これによると1期幼虫においては90μと150μの2

峯型となった。第3図は幼虫初期から7日間毎目頭幅を

測定した頻度分布である．これをみると5日目を境に頻

度分布に差が生じている．2目から4日目までの個体で

は90μ前後を中心とした分布を示したのに対し，6日

個

体

数

20

10

10

10

10

1期幼虫

2期幼虫

3期幼虫

4期幼虫

第2図

　　100　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　300　　　　　　　　　400　　　　　　　　　　500

　　　　　　頭幅の測定値（μ）

クロハラカマバチの幼虫の頭幅の頻摩分布

1－3期幼虫の頭幅は頭幅は0ra110beの高き（最大長），

4期幼虫の頭幅は頭部の最大幅とした。
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個

体　5

数　5

5

　　　　50　　　　　　　　100　　　　　　　150　　　　　　　200

　　　　　頭幅の測定値（μ）

第3図　クロハラカマバチ1期幼虫の産卵
　　　　　　　　　　　　　※
　　　2～7日後における頭幅の頻度分布

　　　※ora11obeの高さ（最大長）

目以降は150μを申心とする分布を示した．このことか

ら1期幼虫として形態的に区別不可能な幼虫は1齢期と

2齢期の幼虫が混在していると考えられる。2期幼虫は

200μ，3期幼虫は320μを申心に頻度分布が認められ

た．4期幼虫は寄主から離脱，営繭し，蠕化するが，踊

化日まで脱皮しなかった．このことにより，1期幼虫は

1齢，2齢，2期幼虫は3齢，3期幼虫は4齢，4期幼

虫は5齢に相当すると考えられる．
　　　　　　　7）
　BARRET　et　a1．は尺榊加伽狐の幼虫は5齢あり，

口器に相当する肉質突出物が2齢から4齢期の幼虫に現

われ，1齢幼虫の形態はこれらとは明らかに異なってい

ることを報告している．

た．

　卵は乳白色で湾曲した長檜円形であった．幼虫は形態

上から4期に区別した．1期幼虫から3期幼虫までは頭

腹部の区別ができない。体の先端に1対の肉質突串物が

あった．4期幼虫では頭腹部の区別ができる。頭幅の測

定値から齢数を求め季と5齢あることがわかった．1齢

から4齢幼虫は寄主体内で生活するが，5齢幼虫は寄主

を離脱する。1arva1sacは3齢幼虫から出現する．

引　用　文　献

1．江崎悌三⑤橋本士郎：農林省委託浮塵子駆除予防試

　　験報告　3：25－28．1932．

2．江崎悌三・望月正巳；農林省委託浮塵子駆除予防試

　　験報告工2：22－24．1941．

3．三田久男　関東東山病害虫報　18．1971

4．西岡稔彦：げんせい　38／3⑨：9－19虫1980．

5．北村憲二：島大農研報　1㊧：172－176，17：147－151

　　1982．　1983．

6．三浦正：’島大農研報　13：156－157．1979．

7．BARRETT，C．F．，WEsTDAL，P．H．　and

　　RICHARDSON，H　P　The　Can　Entomo1　㊥7

　　216＿221．1965．

8．　DUTT，N．and　GIRI，P　Sc1ence　and　Cu1ture

　　44（墨）　：127－128．1978．

9．江崎悌三・鮫島徳造農林省委託洋塵子駆除予防試

　　験報告11：27－39．1940．

10．WAL0FF，N　J　Entmo1（A）螂（1）97－109．

　　1974

摘　　　　　要

本報ではクロハラカマバチの幼虫期の齢数と形態に関

して報告した．実験は温度24℃、日長は16時間照明とし




